
北海道ニッタは、「NITTAグループ社有林管理方針」に基づき、将来を見据えた「森林経営計画」を策定・運営すること
により、森林の有する多面的な機能を発揮させ、地球環境の保護と生物多様性の保全に努めることを使命としています。
社有林の整備・施業に関しては、北海道庁が定める「北海道森林づくり条例」「北海道森林づくり基本計画」に基づいて、
「水源涵養林」、「山地災害防止林」、「生活環境保全林」、「木材等生産林」に区分し、それぞれの森林について目指す
姿を描くことで、持続可能な森林経営に取り組んでいます。

北海道ニッタの森林経営はネイチャーポジティブ経営を体現するものとして、当社事業活動を通じて持続可能な社会実
現への貢献を目指しています。具体的な取り組みとして、人工林においては、林業経営の基本である「伐って、使って、植えて、
育てる」という森林資源の有効活用によって、持続可能な森林経営を忠実に実施しています。天然林に関しては、水源涵養
機能の発揮と動植物の貴重な棲み家を維持管理することにより、地域環境に貢献することを目的として活動しています。
また、これら当社の取り組みを、国が主導する「30by30自然共生サイト」や「J-クレジット制度」等へ登録を行うことで、

森林経営が生み出す無形の価値を顕在化させ、当社グループの持続的な企業価値向上につなげることを目指しています。

自然資本

北海道ニッタ株式会社
代表取締役社長

勝山 安久

ニッタが参画するイニシアティブ

サステナブル活動の
象徴となる事業
北海道の森林経営

サステナビリティストラテジー ガバナンス コーポレートデータ事業基盤
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ネイチャーポジティブ経営

環境省は、生物多様性の保全に貢献する民間の緑地等を認
定する制度を実施しており、ニッタ株式会社の｢十弗の森｣
は2024年3月に認定されました。植物・鳥類・哺乳類の多く
の貴重種が確認されており、また成長に時間を要するミズ
ナラの巨木が存在することから、非常に貴重な森林資源とし
て高く評価されています。

北海道の森林資源を活用したクレジット化を目的に申請を
行い、2025年4月に北海道ニッタの森林管理プロジェクトが
国の認証制度に登録されました。今後は、森林管理による
温室効果ガスの削減・吸収量がクレジットとして数値化され、
環境・事業への貢献を可視化していきます。

北海道の森づくり

ニッタの所有する天然林においては、安全上の懸念や森林保護の観点から必要と考え
られる場合を除き、極力伐採等は行わず、多様な動植物の貴重な棲み家を守るため適切
に保全・管理をしています。
また2021年度より生物多様性調査を実施する中、当社の森林資源には国や北海道が
指定する希少種や絶滅危惧種の生息が確認されています。

当社の林業の特色と
して、地域の主要樹
種であるカラマツを
主体に苗木生産にも
取り組み、社有林や
森林組合等に苗木を
供給しています。

資源の維持・循環の
ため、主伐後は必ず
林内に残った枝等を
除去して笹等を刈り
払い、1本1本丁寧に
苗木を植栽していま
す。

大きく育った木は45年
生程度を目途に伐採、
丸太を全て運び出し
てその山は一連のサ
イクルを終え、次のサ
イクルにつながって
いきます。

当社の森林はSGEC認証を取得
しており、産出される木材は建
材やバイオマス発電の燃料材と
して利用されています。今後は、
製材・加工技術や建築技術の革
新により、ビル建築等、多方面
での活用が期待されます。

植林後数年間は雑草による被
圧を避けるための刈り払い、そ
の後は主に形質不良木の間引
きを複数回行い、木の成長を促
進しています。また、20年生以
上の丸太は原則山から運び出
し、木材として活用します。

苗を育てる（育苗） 木を植える（植林） 木を伐る（主伐）木を育てる（下刈、間伐）

▼森づくりのサイクル

2021年度調査
ターゲット

植　物

哺乳類

鳥　類

昆　虫

その他

春 夏 秋 冬

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬

企業価値向上に向けた地域社会とのかかわり
北海道ニッタでは、林業を通じた地域社会との関係性構築だけでなく、木育活動やマルシェ等ファミリーが気軽に参
加できるイベントを開催しています。多岐にわたる活動や情報発信を通じて「ニッタの森」のファンを育てること。そして、
自然保護や持続可能社会づくりに貢献する企業ブランドを構築し、ニッタグループのさらなる企業価値向上に貢献する
取り組みを推進します。

●Instagram「森と笑う」
2025年開設。地域イベントの発
信をはじめ、事業活動の報告、ス
タッフ紹介等を通じて森林経営
や森づくりへの興味や理解を促
すとともに、地域社会との距離を
縮めファンづくりを目指す。

●四季のイベント
　「森っとひろば」
地域の方々が家族で気軽
に参加できるような自然に
触れ合えるイベントを企画
運営し、地域社会や住民
との交流を図る。

詳細は
Instagramにて
ご覧いただけます。

ミズナラの大径木

調査 リスト化

調査 リスト化

調査 リスト化

調査 リスト化

北海道ニッタは「十勝の森を通して全ての生き物が幸せに暮らす次の100年をつくる」ことを目標としています。次世代
に向けた持続可能な森林経営とサービスを提供することに加え、ひたむきで長期的な「森づくり」を通じて、気候変動への
対応、生物多様性の保全、水源涵養、災害防止等の社会課題に対して、森林が持つ公益的機能を最大限発揮できるよう、
取り組んでいきたいと考えています。当社の森づくりは、森林資源を次世代に引き継いでいくために、森づくりのサイクル
を継続的に実施しており、特に苗木から育てることを重視して取り組んでいます。

苗木づくりは森づくりの要です。当社は年間約50万本の苗木を自社生産し、自社森林への植林に加え、森林組合を通じて近
隣業者にも提供しています。苗木は天候の影響を受けやすく、すぐに調達できないため、新規参入や小規模事業者には難しい
分野です。当社は種から伐採まで一貫して林業を行い、苗木の供給を通じて林業の活性化と地域貢献に取り組んでいます。

生物多様性に関する調査

必要に応じ追加調査追加ターゲットの検討

ニッタが拓く未来

https://www.instagram.com/moritowarau/
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長次郎の感性が息づく庭園文化の結晶

価値継承のための取り組み

温山荘園の成り立ち
温山荘園は、創業者の新田長次郎が大正初期から昭和にか
けて、和歌山県海南市琴ノ浦の海沿いに造園した庭園です。1万
4千坪の敷地には、潮入式池泉回遊庭園や主屋、茶室等の伝統
的な和風建築が点在し、個人庭園としては並外れた規模を誇り
ます。造園当初は、長次郎の健康維持のために使用されていま
したが、長次郎の在世中に一般開放されました。1998年（平成
10年）に文化庁より「登録有形文化財」に登録され、2010年
（平成22年）には庭園が国指定の名勝に、建造物は重要文化
財に指定されました。また2011年（平成23年）には県より公益
財団法人として認定されています。

当園は、新田長次郎が自ら探し求めた、立地と景観の素晴ら
しさが特長の庭園です。園内から海を見る景観も、また海側か
ら見た庭や建物の景観も、実に美しく荘厳です。当時の実業家
たちは、園遊会等を通じて庭園や建築に対する素養を深めてお
り、そのような時代的な趣味・嗜好が温山荘園にも反映されてい
ます。長次郎は、自身が思い描く庭園美や建築美を造形するべ
く、こだわりや遊び心を随所に施しました。建築家任せにせず、
庭師や大工、左官職人らに具体的な要求をし、職人たちもそれ
に応えようと、持てる技術を駆使して実現させたのです。
温山荘園の独特な点として、庭園の景観を最大限に楽しむた

めに壁や柱を極限まで排した主屋や、海水を引いた大きな池が
挙げられます。建材には天然木ではなく合板、池にはセメントモ
ルタルで塗装した擬石を使用する等、あえて天然の素材を使わず、
高度な技術で人工物を創り上げるという、長次郎の「ものづくり
精神」がいかんなく発揮されたものです。温山荘園は、高度な製品
づくりに挑むための「試験場」でもあったと考えられ、長次郎の
個性と独創性が生きる、まさに唯一無二の存在です。

文化財を未来へつなぐ
琴ノ浦温山荘園の保全と運営

公益財団法人 琴ノ浦温山荘園 代表理事
名古屋工業大学 名誉教授
麓 和善

当園の保護には、建築家、庭師、大工、左官等、近代和風建築に用いる高度な
技術が不可欠です。温山荘園を維持・保存すること、それは日本独自の貴重な
伝統技術を後世へ継承していくための社会貢献にもつながります。

次世代へつなぐ庭園の魅力
私がこれまでかかわってきた建造物や文化財の中でも、温山

荘園は随一の個性や魅力、そして価値を持っていると感じます。
重要文化財を保護する活動を続けながらも、今後はそれ以上の
取り組みとして、もっと広くに温山荘園の価値や魅力を伝えてい
くことが必要だと考えます。見学だけでなく、実際に交流や園
遊の場として活用する等、価値を損なわない中で利用いただく方
法がないかと思案しています。使ってこそ生きる価値が、当園に
はあります。文化財保護は大きなコスト負担となり、ニッタグ
ループの支援なしでは不可能です。その支援に応えるためにも、
温山荘園をニッタグループのブランドイメージや企業価値向上
につなげていきたい。その想いで、公益財団法人のメンバーでも
あるニッタグループの社員とともに活動していく所存です。

琴
ノ
浦
温
山
荘
園
の

代
表
理
事
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た

温山荘園は国の重要文化財に指定されており、その価値を守
り続けることが義務となります。重要文化財として審議される際
には、建造物や庭園の価値や特長を詳細に調査したうえで、膨
大な図書資料を作成し、国に提出しています。その資料には価
値となる根拠が明確かつ詳細に記され、その資料に基づいて
「価値を守る」取り組みを行います。「釘一本打ってはいけな
い」等の厳しい規制はなく、価値存続のための改修は認められ
ます。例えば、トイレを水洗にする等生活に必要な最低限の改
修や、耐震補強も重要です。耐震補強に関しては、特に温山荘
園は壁や柱が少ないため、建物の特長を残したまま補強してい
くためには、現代の建築構造力学の粋を集めたアイデアや技術
が必要となります。築100年以上経過するため、現在、大規模
改修も視野に入れた計画を検討しています。
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バリューチェーン戦略

ステークホルダーとの対話を通じた価値創造

●地域とのコミュニケーション
　社有林が存在する北海道では、森林と人との関係を主体的に
考えることができる人材を育成しようと、北海道独自の「木育」
という活動に力を入れていて、各方面で活動を行っています。そ
こで当社でも、地域との関係を強いものにする方策の一環とし
てその木育活動に協力し、独自の施策を実行し、ここ数年で
行った具体的な活動は以下の通りです。

　以下の活動の他、地域の方々に、森林に対して興味を持って
もらえるような活動を、関係各方面と協力しながら数多く行って
います。今後も引き続き積極的な活動を展開し、一人でも多くの
地域の方々に、森林をメインとした自然環境に興味を持ってい
ただけるよう、鋭意努力していきます。

お客様のニーズを直接お伺いする窓口や
機会を積極的に設けることで、社会の変
化をいち早く察知し、お客様の困りごとを
解決できる製品・サービスの提供に努め
ます。

お取引先様から当社グループに対して内
部通報できるホットラインを設置し、トラ
ブルや課題をいち早く発見し、解決でき
るよう努めます。

投資家説明会やIRイベントを通じて、事
業活動や財務情報等の適時・適切な情報
開示に努め、誠実な対話を実施します。
また統合報告書やWebサイトを通じて、
事業活動や経営状況を発信しています。

各工場の拠点地域ではそれぞれの行政機
関の依頼に迅速に対応する等、日々円滑
なコミュニケーションを図っています。ま
た地域社会からの要請に応じた寄付等の
支援を行っています。

津波避難ビルに指定されている本社ビル
を地域の皆様に認知いただく他、近隣幼
稚園の避難訓練場所として提供。また
「クリーンアップ活動」等の周辺清掃活動
を本支店、各工場で継続実施しています。

フィードバック面談や上司が部下の意見
を取り上げ、やりがいのある職場環境づ
くりや多様な働き方を支援。また第三者
機関による専用の相談窓口で従業員の課
題解決に対応しています。

お客様

従業員

行政・自治体 お取引先様

地域社会 株主・投資家

NITTA
グループ

当社グループの全ての社員が安心して働くことができる安定した経営環境を維持します。社員の人権を尊重することで自律的な成長と
多様な働き方を支援し、社員一人ひとりが持つ可能性を引き出すことができる職場環境づくりに努めます。

法令遵守や納税等の義務を果たすとともに、日本および国際社会の持続的発展に向けた協働や支援を行います。和歌山県「温山荘園」
の運営サポートをはじめ、各都市の観光資源等の支援活動を通じて、地域社会の発展に貢献します。

各国・各地域での事業活動において、法令や国際規範を遵守し、環境保全や人権尊重に十分配慮します。また清掃活動や育林プロジェ
クト等地域社会・文化の発展に寄与する活動に参画し、より良いコミュニティづくりに貢献します。

お取引先様は、企業理念の実現に向けてともに未来を目指すパートナーとして位置づけています。「NITTAグループCSR調達ガイ
ドライン」に基づき、公正かつ透明な取引を基本とし、相互理解を深め、良好な信頼関係の構築・維持に努めます。

お客様の困りごとに真摯に向き合い、技術革新や製品開発に努め、課題解決となる製品・サービスを形にしていきます。地球環境にやさ
しく、また社会に貢献できる製品や、時代の変化に先回りした製品の提供に努めます。

当社グループの長期安定的な成長を図り、企業価値の向上を目指します。安定的・継続的に利益を生み出し、株主還元ができる事業構
造の変革と強化に努めます。株主・投資家

お客様

お取引先様

地域社会

行政・自治体

従業員

▼主な責任

▼主な対話方法

目覚ましいテクノロジーの進化や社会の急激な変化によって、
私たちの生み出す製品や事業活動に求められるニーズはますま
す多様性を増しています。当社グループは、中長期経営計画
「SHIFT2030」のもと、未来への持続的な企業価値向上を目

指す中、成長の阻害要因となるリスクの見極めと低減に努めて
います。当社グループは、今後もバリューチェーンの隅々にわ
たって対応を充実させていくことで、グループ全体の持続的な
成長と企業価値向上を追求していきます。

当社グループは、ステークホルダーとのコミュニケーションを、
より大きな成果を生み出すための重要な取り組みと位置づけ、
「ステークホルダーエンゲージメント」を重視した経営を推進し
ています。
それぞれのステークホルダーに対して責任を果たすため、事業

活動や企業価値に関する情報を積極的に開示・提供し、社会か

らの期待や懸念される課題を的確に把握することに努めていま
す。こうした対話を通じて顕在化した課題は、事業活動に反映さ
せ、持続可能な社会の実現に向けた取り組みへとつなげています。
今後も、ステークホルダーとの信頼関係を深めながら、サステ

ナビリティ経営を推進し、持続的な企業価値の向上を目指してい
きます。

森林資源の維持・保全による地球環境問題への貢献
ニッタ株式会社は1906年に槲の樹を求めて北海道十勝地方へ進出し、以来100年以上にわたり、育苗・植林・間伐・伐採等の森林

事業を行ってきました。当時と変わらず今も「森林を通じた社会貢献」を大切にしています。

かしわ

●次世代に向けた取り組み
　当社グループは、森林事業の一環として植林に必要な苗木の
生産を行っています。苗木生産農家の減少が著しい中、北海道
地区における苗木の安定供給と効率的な苗木生産を行うことで
地域に貢献しています。
　また、次世代に向けた取り組みとしてクリーンラーチ（いわゆ
るエリートツリー）の採種園も造成しています。この樹木は一般
の樹木より著しく成長が早く、建築材としての需要だけではな
く、将来のCO₂吸収源として期待が高まっています。
　本格的な苗木の生産までにはまだ十数年を要しますが、地道
な活動を続けていきます。 クリーンラーチ（エリートツリー）の採種園

アイヌ団体への
樹皮提供
先住民族であるアイヌの
方々が祭祀で着用する
衣装の原料として
用いられる樹木の皮を提供

若手林業就業者の
勉強の場を提供
北海道が主催する
現地研修に
社有林を提供

北海道の研究協力
北海道が研究する
新しい技術の試験研究地
として社有林を提供

軽労化試験の協力
軽労化対策として
各種企業・団体等が
取り組む機械化の現地
試験用に社有地を提供

地元小学校での
社会科授業
社会科授業の一環として、
森林管理教育の実施

植林・枝打ち
研修場の協力
製材や建築等に携わる
ボランティアによる
植林や枝打ち研修に提供


	空白ページ



